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一
、神
霊
界
は
必
ず
大
小
の
世
界
を
問
わ
ず
九
疇
（
九
界
）
に
分
か
れ
て
統
一
さ
れ
て
い
る
。 

二
、数
は
そ
れ
ぞ
れ
の
界
に
お
い
て
定
位
が
あ
る
。 

三
、
如
何
な
る
広
大
な
る
世
界
に
お
い
て
も
、
洛
書
九
数
の
順
位
に
よ
ら
ね
ば
そ
の
世
界
は
成

立
し
な
い
。 

四
、
例
え
ば
、
八
十
一
数
の
世
界
は
九
疇
（
九
神
霊
界
）
を
更
に
九
疇
に
拡
大
し
て
、
一
疇
の
中

に
九
疇
を
も
つ
が
、
そ
の
時
の
数
位
は
、
１
を
第
一
疇
界
の
１
位
に
お
き
、
２
を
二
疇
界
の

１
位
、３
を
三
疇
界
の
１
位
に
と
置
い
て
い
き
、九
疇
界
の
１
位
に
９
が
お
か
れ
た
な
ら
ば
、

１
０
は
第
一
疇
の
２
位
に
、
１
１
は
第
二
疇
界
の
２
位
に
と
、
洛
書
九
位
の
順
序
を
厳
然

と
守
っ
て
い
か
ね
ば
世
界
は
破
滅
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
私
は
今
八
十
一
の
数
を
一
疇

界
と
し
そ
の
九
倍
の
七
二
九
の
数
位
、
更
に
、
七
二
九
の
数
を
一
疇
界
と
し
て
そ
の
九
倍

の
六
五
六
一
の
数
位
を
定
め
て
眺
観
し
思
索
し
て
い
る
が
、
そ
の
整
然
た
る
法
則
、
荘
厳

な
る
世
界
に
驚
嘆
し
て
い
る
。
素
直
に
法
則
に
随
え
ば
自
ら
に
荘
厳
な
る
世
界
が
現
成

す
る
。
こ
の
六
五
六
一
の
数
を
配
列
し
て
縦
横
斜
各
合
計
し
て
同
数
と
な
り
、
各
疇
の
数

各
各
洛
書
の
基
本
数
に
帰
り
、
中
心
四
方
四
偶
す
べ
て
一
の
数
を
も
っ
て
統
括
す
る
な
ど

の
こ
と
は
、
こ
の
洛
書
九
位
の
順
序
を
知
ら
ね
ば
、
人
為
に
し
て
容
易
に
で
き
る
こ
と
で

は
な
い
。
（
お
そ
ら
く
一
生
か
か
っ
て
も
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
）
八
十
一
の
数
の
定
位
に
そ

の
数
を
お
い
て
観
る
に
。 

五
、
各
疇
各
区
の
数
を
合
計
す
る
と
、
洛
書
本
位
の
数
に
復
元
す
る
。
例
え
ば
、
第
一
疇
第
八

区
の
６
４
の
６
と
４
を
合
す
れ
ば
１
０
で
、１
と
０
を
加
え
て
も
１
に
、１
０
か
ら
９
を
除
い

て
も
１
に
復
元
し
、
第
二
疇
の
第
六
区
の
４
７
の
４
と
７
を
合
す
れ
ば
１
１
で
、
１
と
１
を

加
え
れ
ば
２
、
１
１
か
ら
９
数
を
除
い
て
も
、
２
と
、
ど
の
疇
の
ど
の
区
の
数
を
取
っ
て
も
、

そ
の
積
数
が
悉
く
そ
の
疇
の
洛
書
の
本
位
数
に
復
元
す
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
積
数

の
悉
く
が
、
洛
書
の
本
位
数
の
変
形
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
こ
と
に
な
る
。 

六
、
中
央
の
４
１
が
数
霊
の
中
心
で
、
周
囲
に
、
１
、
１
１
、
２
１
、
３
１
、
４
１
、
５
１
、
６
１
、
７
１
、

８
１
の
一
の
霊
数
に
よ
っ
て
、
全
体
を
統
括
し
て
い
る
。 

七
、
１
は
一
疇
界
の
一
の
定
位
、
１
１
は
二
疇
界
の
二
の
定
位
、
２
１
は
三
疇
界
の
三
の

定
位
に
と
定
ま
っ
て
い
る
。 

八
、
一
疇
界
は
縦
、
横
、
斜
ど
ち
ら
か
ら
の
合
計
も
１
１
１
、
二
疇
界
は
１
１
４
、
三
疇

界
は
１
１
７
、
四
疇
界
は
１
２
０
、
五
疇
界
は
１
２
３
、
六
疇
界
は
１
２
６
、
七
疇

界
は
１
２
９
、
八
疇
界
は
１
３
２
、
九
疇
界
は
１
３
５
と
、
何
れ
も
造
化
三
神
の
三

を
も
っ
て
上
る
。 

九
、
九
疇
界
は
、
ま
た
、
縦
横
斜
い
ず
れ
よ
り
合
計
す
る
も
、
三
六
九
と
な
る
。 

 
 

即
ち
九
疇
の
数
の
定
位
各
九
段
、
縦
横
斜
の
数
の
合
計
三
六
九
で
あ
る
。 

 
 

友
清
真
歓
大
人
は
四
十
一
は
天
御
中
主
神
の
数
霊
で
、
三
百
六
十
九
は
天
照
大
御
神

の
数
霊
と
す
る
。 

十
、
中
央
の
疇
（
五
疇
界
）
の
１
２
３
の
三
倍
も
三
六
九
と
な
る
。 

十
一
、
九
疇
界
の
各
中
央
の
九
柱
の
３
７
，
３
８
，
３
９
，
４
０
，
４
１
，
４
２
，
４
３
，

４
４
，
４
５
の
数
の
合
計
も
三
六
九
と
な
る
。 

十
二
、
中
央
疇
界
の
九
柱
の
総
計
も
三
六
九
と
な
る
。 

十
三
、
九
疇
界
の
各
中
央
の
数
は
次
頁
図
㈠
の
如
く
、
い
ず
れ
よ
り
読
む
も
一
二
三
の
順

数
と
な
り
、
こ
れ
が
三
元
に
顕
現
し
て
三
六
九
と
な
る
。 

十
四
、
各
疇
界
の
数
合
計
十
三
の
図
㈡
を
、
九
で
割
れ
ば
、
十
三
の
図
㈠
の
如
く
な
り
、

洛
書
の
単
数
に
復
元
す
る
。 

十
五
、
十
三
の
図
㈡
の
数
は
縦
横
斜
列
、
何
れ
よ
り
計
算
す
る
も
一
一
〇
七
数
と
な
る
。 

十
六
、
総
合
計
三
三
二
一
一
を
合
計
す
る
と
洛
書
単
数
の
九
数
を
現
ず
。 

十
七
、
こ
の
九
数
を
以
て
、
一
一
〇
七
を
除
す
る
と
一
二
三
の
順
数
と
な
る
。 

十
八
、
こ
の
九
数
を
も
っ
て
、
三
三
二
一
を
除
す
る
と
、
中
央
数
の
三
六
九
を
現
出
す
る
。 

十
九
、
中
心
の
４
１
が
４
と
１
よ
り
成
る
は
一
霊
四
魂
（
直
日
霊
と
和
魂
幸
魂
奇
魂
荒
魂
）

で
、
此
は
荒
数
魂
（
洛
書
の
数
位
、
八
十
一
の
数
位
を
和
数
魂
と
言
う
）
の
５
な

る
数
が
一
霊
と
四
魂
と
の
格
合
か
ら
出
来
て
い
る
と
の
同
意
義
で
あ
る
。（
友
清
大

人
説
） 

二
十
、
故
に
此
の
中
心
は
作
用
を
起
こ
す
原
動
力
で
、
他
の
数
と
並
ん
で
あ
ず
か
る
場
合

は
極
め
て
稀
で
、
一
か
ら
百
ま
で
の
数
に
於
て
も
四
十
一
の
数
は
、
玄
極
と
し
て

数
え
な
い
場
合
が
あ
る
。
だ
か
ら
三
六
九
の
活
用
の
場
合
に
は
、
三
百
中
に
於
て
、

四
十
一
、
一
四
一
、
二
四
一
の
三
数
が
引
か
れ
、
そ
の
比
例
で
後
の
六
十
九
に
対

し
て
は
一
数
の
約
四
分
の
三
が
引
か
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
年
の
三
六
五

に
ち
五
時
四
十
一
分
四
十
六
秒
で
あ
る
。（
友
清
大
人
説
） 

 

こ
の
八
十
一
数
の
九
疇
九
疇
界
に
い
ろ
い
ろ
の
神
霊
界
の
実
相
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
法
則
神
理
は
、
こ
の
九
疇
界
を
一
疇
界
と
し
た
九
疇
界
（
七
三
九
霊
数
）
ま

た
、
そ
の
九
疇
界
を
一
疇
界
と
し
た
九
疇
界
（
私
は
今
六
五
六
一
数
ま
で
観
て
い
る
。
）

と
、
無
限
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
神
理
は
極
微
の
世
界
に
向
っ

て
無
限
に
奥
深
く
厳
と
し
て
存
し
、
そ
の
法
則
に
よ
っ
て
天
地
は
位
し
万
物
は
創
造
さ

れ
生
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

（
天
地
人
の
三
才
）
に
象
る
。
之
を
揲か

ぞ

う
る
に
四
を
以
て
し
て
、
以
て
四
時
に
象
る
。
奇

あ
ま
り

を
扐ろ

く

に
帰
し
て
（
左
手
の
薬
・
小
指
間
に
掛
け
る
）、
以
て
閏
に
象
る
。
五
歳
に
し
て
再
閏

な
り
。
故
に
再
扐
し
て
而
る
後
に
掛
く
。
乾
の
策
二
百
一
十
六
。
坤
の
策
百
四
十
有
四
凡

て
三
百
有
六
十
。
期
の
日
に
当
る
。
二
篇
の
策
万
有
一
千
五
百
二
十
。
万
物
の
数
に
当
る
。

是
の
故
に
四
営
し
て
易
を
成
し
、
十
有
八
変
し
て
卦
を
成
し
、
八
卦
に
し
て
小
成
す
。
引

い
て
之
を
伸
べ
、
類
に
触
れ
て
之
を
長
う
す
れ
ば
、
天
下
の
能
事
畢
る
。
道
を
顕
に
し
徳

行
を
神
に
す
。
是
の
故
に
与
に
酬

し
ゅ
う

酢さ
く

す
可
し
。
与
に
神
を
祐た

す

く
可
し
。
子
曰
く
。
変
化
の

道
を
知
る
者
は
、
其
れ
神
の
為
す
所
を
知
る
か
と
。」
筮
法
の
こ
と
は
暫
く
お
い
て
、
数
に

つ
い
て
観
る
に
、
天
は
陽
に
し
て
奇
、
地
は
陰
に
し
て
偶
。
故
に
一
三
五
七
九
の
五
は
天

の
数
、
二
四
六
八
十
の
五
は
地
の
数
で
あ
る
。
天
数
の
五
は
合
す
と
合
計
二
十
五
、
地
数

の
五
を
合
す
と
合
計
三
十
。
天
地
の
数
の
総
計
は
五
十
五
と
な
る
。
こ
の
五
十
五
は
一
切

の
変
化
を
成
し
、
陰
陽
の
屈
伸
消
長
即
ち
鬼
神
の
作
用
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
衍
は
進
衍

と
か
敷
衍
の
こ
と
で
あ
る
。
一
か
ら
十
ま
で
を
基
本
数
と
し
十
一
か
ら
復
円
し
て
無
限
の

数
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
一
か
ら
五
ま
で
は
純
数
で
（
生
は
一

は
じ
め

で
あ
り
、
化
は
二
で

あ
り
、
変
は
三
で
あ
り
、
体
は
四
で
あ
り
、
用
は
五
で
あ
る
。
故
に
数
は
唯
五
の
外
に
な

く
、
真
の
正
数
基
本
数
は
五
ま
で
で
あ
る
と
す
る
。
熊
崎
健
翁
）
生
数
で
あ
り
、
六
か
ら

十
ま
で
は
成
数
で
あ
る
。
故
に
そ
の
生
因
た
る
五
数
（
生
気
五
行
）
を
省
い
て
大
衍
の
数

五
十
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
五
十
数
の
陰
陽
の
変
化
の
理
を
敷
衍
し
て
天
地
万
物
の
生

成
消
滅
、
事
の
吉
凶
侮
吝
の
理
を
明
か
に
す
る
の
で
あ
る
。 

 

元
素
は
不
変
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
代
物
理
学
は
、
神
道
で
示
さ
れ
て
い
る
世

界
に
入
り
、
気
と
か
霊
と
か
い
う
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
根
元
で
、
陽
子
、
中
性
子
、
中
間

子
、
陰
電
子
、
陽
電
子
な
ど
の
素
粒
子
は
独
立
し
た
も
の
で
な
く
お
互
に
変
化
し
合
う
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
元
素
も
人
工
的
に
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
易
は
「
変
わ
る
」
の
理

で
、
陽
は
陰
に
、
陰
は
陽
に
変
っ
て
八
卦
の
小
成
の
卦
、
六
十
四
の
大
成
の
卦
と
な
り
、

そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
無
限
の
卦
爻
を
な
し
時
々
刻
々
変
化
し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
が
、

た
だ
人
は
そ
の
神
明
の
無
窮
玄
妙
に
は
い
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
天
文
物
理
が
宇
宙
の

極
大
極
微
に
い
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
天
文
物
理
が
宇
宙
の
極
大
極
微
に
い
た
り
得
な

い
と
同
じ
く
。
物
理
も
実
は
数
理
な
の
で
あ
る
。 

 

宇
宙
生
成
の
原
理
、
変
化
の
神
理
は
、
数
の
定
理
真
理
に
よ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
掲
げ
た
も
の
は
先
天
図
不
義 

八
卦
と
い
わ
れ
る
も
の
、
後
天
図
は
文
王
八
卦

図
と
い
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
八
卦
を
見
つ
め
て
い
る
と
、
無
限
の
言
葉
を
聞
く
の
で
あ
る
。

八
卦
は
神
の
数
で
あ
り
、
神
の
声
で
あ
る
。 

心
と
す
る
。
河
図
の
五
常
（
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
）
に
対
し
て
、
五
倫
（
君
臣
・
父

子
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
）
の
道
と
も
す
る
。 

 

縦
横
斜
い
ず
れ
も
合
計
十
五
と
な
り
、
五
を
距
て
て
相
対
す
る
数
の
計
は
す
べ
て
十

と
な
る
。 

 

北
の
冬
至
一
よ
り
陽
は
左
旋
し
、
陽
数
三
を
乗
じ
て
、
東
に
三
、
そ
の
三
を
三
乗
し

て
、
南
に
九
、
そ
の
九
を
三
乗
し
て
、
西
に
二
十
七
の
基
本
数
の
七
、
そ
の
七
を
三
乗

し
て
、
二
十
一
の
一
と
復
元
し
て
尽
く
る
こ
と
が
な
い
。
南
の
夏
至
の
次
の
南
西
に
一

陰
生
じ
、
陰
の
始
め
の
数
は
二
、
そ
の
二
よ
り
陰
は
右
旋
し
、
陰
数
二
を
乗
じ
て
、
東

西
に
四
、
そ
の
四
を
二
乗
し
て
、
北
東
に
八
、
そ
の
八
を
二
乗
し
て
、
西
北
に
十
六
の

基
本
数
の
六
、
そ
の
六
を
二
乗
し
て
十
二
の
二
、
南
西
に
復
元
し
て
尽
く
る
こ
と
は
な

い
。
五
は
天
の
御
柱
、
（
天
之
御
中
主
神
・
天
照
大
御
神
・
立
極
垂
統
日
継
之
道
の
数

位
、
後
述
す
。
）
こ
れ
を
見
立
て
、
陰
陽
二
神
右
旋
左
旋
し
て
「
美
斗
能
麻
具
波
比
」

し
て
息
む
こ
と
な
く
、
陽
の
原
子
核
を
陰
電
子
は
右
旋
し
て
美
斗
能
麻
具
波
比
相
結
び

て
八
十
数
箇
の
元
素
を
生
じ
、
万
物
を
発
生
し
て
や
ま
ず
、
太
陽
、
地
球
ま
た
こ
の
法

則
に
運
行
し
て
天
地
位
す
。
畏
き
哉
！
稜
威
！ 

 

中
心
の
天
之
御
柱
建
ち
て
、
左
右
生
じ
、
前
後
生
ず
、
四
方
定
ま
っ
て
四
隅
生
じ
、

八
位
備
っ
て
天
地
の
象
形
成
る
。
陽
は
九
に
終
り
、
陰
は
八
に
終
る
。
左
旋
右
旋
し
て

や
ま
ず
、
美
斗
能
麻
具
波
比
、
結
び
、
産
霊
の
道
絶
ゆ
る
こ
と
な
し
。 

  

 

          

 

神
道
（
五
）（
大
和
世
界
の
建
設
） 

 
 
 
 
 
 

竹
葉 

秀
雄 

古
事
記 

 

北
と
一

は
じ
め 

(

３) 

 
 
―

八
卦
と
洪
範
九
疇

こ
う
は
ん
き
ゅ
う
ち
ゅ
う―

 

 

九
疇
洪
範
精
数
定
位 

 
 

前
に
述
べ
た
洛
書
の
九
数
の
定
位
を
敷
衍
し
て
、
一
疇
界
に
九
数
を
入
れ
て
、
九
九
、
八
十
一

数
の
定
位
を
観
る
と
次
の
様
に
な
る
。
之
を
仔
細
に
観
想
す
れ
ば
、
実
に
数
の
理
法
の
正
確
さ
円

転
さ
玄
妙
さ
、
其
の
世
界
の
荘
厳
さ
。
神
の
世
界
の
一
端
を
窺
い
観
る
感
じ
が
し
て
、
無
限
の
深

淵
に
畏
こ
む
の
で
あ
る
。 

 
    

    
 

八
十
一
数
定
位 

 

31 76 13 36 81 18 29 74 11

22 40 58 27 45 63 20 38 56

67 4 49 72 9 54 65 2 47

30 75 12 32 77 14 34 79 16

21 39 57 23 41 59 25 43 61

66 3 48 68 5 50 70 7 52

35 80 17 28 73 10 33 78 15

26 44 62 19 37 55 24 42 60

71 8 53 64 1 46 69 6 51

四
疇
界

一
二
〇

九
疇
界

一
三
五

二
疇
界

一
一
四

三
疇
界

一
一
七

五
疇
界

一
二
三

七
疇
界

一
二
九

八
疇
界

一
三
二

一
疇
界

一
一
一

六
疇
界

一
二
六

九
疇
界 
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そ
の
積
数
が
悉
く
そ
の
疇
の
洛
書
の
本
位
数
に
復
元
す
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
積
数

の
悉
く
が
、
洛
書
の
本
位
数
の
変
形
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
こ
と
に
な
る
。 

六
、
中
央
の
４
１
が
数
霊
の
中
心
で
、
周
囲
に
、
１
、
１
１
、
２
１
、
３
１
、
４
１
、
５
１
、
６
１
、
７
１
、

８
１
の
一
の
霊
数
に
よ
っ
て
、
全
体
を
統
括
し
て
い
る
。 

七
、
１
は
一
疇
界
の
一
の
定
位
、
１
１
は
二
疇
界
の
二
の
定
位
、
２
１
は
三
疇
界
の
三
の
定
位
に

と
定
ま
っ
て
い
る
。 

八
、
一
疇
界
は
縦
、
横
、
斜
ど
ち
ら
か
ら
の
合
計
も
１
１
１
、
二
疇
界
は
１
１
４
、
三
疇
界
は
１
１

７
、
四
疇
界
は
１
２
０
、
五
疇
界
は
１
２
３
、
六
疇
界
は
１
２
６
、
七
疇
界
は
１
２
９
、
八
疇

界
は
１
３
２
、九
疇
界
は
１
３
５
と
、
何
れ
も
造
化
三
神
の
三
を
も
っ
て
上
る
。 

九
、九
疇
界
は
、
ま
た
、
縦
横
斜
い
ず
れ
よ
り
合
計
す
る
も
、
三
六
九
と
な
る
。 

 
  

即
ち
九
疇
の
数
の
定
位
各
九
段
、
縦
横
斜
の
数
の
合
計
三
六
九
で
あ
る
。 

 
 
 

友
清
真
歓
大
人
は
四
十
一
は
天
御
中
主
神
の
数
霊
で
、
三
百
六
十
九
は
天
照
大
御
神
の

数
霊
と
す
る
。 

十
、中
央
の
疇
（
五
疇
界
）
の
１
２
３
の
三
倍
も
三
六
九
と
な
る
。 

十
一
、
九
疇
界
の
各
中
央
の
九
柱
の
３
７
，
３
８
，
３
９
，
４
０
，
４
１
，
４
２
，
４
３
，
４
４
，
４
５
の

数
の
合
計
も
三
六
九
と
な
る
。 

十
二
、
中
央
疇
界
の
九
柱
の
総
計
も
三
六
九
と
な
る
。 

十
三
、
九
疇
界
の
各
中
央
の
数
は
次
頁
図
㈠
の
如
く
、
い
ず
れ
よ
り
読
む
も
一
二
三
の
順
数
と

な
り
、こ
れ
が
三
元
に
顕
現
し
て
三
六
九
と
な
る
。 

 
    

     

十
四
、
各
疇
界
の
数
合
計
十
三
の
図
㈡
を
、
九
で
割
れ
ば
、
十
三
の
図
㈠
の
如
く
な
り
、洛
書
の

単
数
に
復
元
す
る
。 

十
五
、
十
三
の
図
㈡
の
数
は
縦
横
斜
列
、
何
れ
よ
り
計
算
す
る
も
一
一
〇
七
数
と
な
る
。 

十
六
、
総
合
計
三
三
二
一
一
を
合
計
す
る
と
洛
書
単
数
の
九
数
を
現
ず
。 

十
七
、こ
の
九
数
を
以
て
、
一
一
〇
七
を
除
す
る
と
一
二
三
の
順
数
と
な
る
。 

十
八
、こ
の
九
数
を
も
っ
て
、
三
三
二
一
を
除
す
る
と
、
中
央
数
の
三
六
九
を
現
出
す
る
。 

十
九
、
中
心
の
４
１
が
４
と
１
よ
り
成
る
は
一
霊
四
魂
（
直
日
霊
と
和
魂
幸
魂
奇
魂
荒
魂
）
で
、

此
は
荒
数
魂
（
洛
書
の
数
位
、
八
十
一
の
数
位
を
和
数
魂
と
言
う
）
の
５
な
る
数
が
一

霊
と
四
魂
と
の
格
合
か
ら
出
来
て
い
る
と
の
同
意
義
で
あ
る
。
（
友
清
大
人
説
） 

二
十
、
故
に
此
の
中
心
は
作
用
を
起
こ
す
原
動
力
で
、
他
の
数
と
並
ん
で
あ
ず
か
る
場
合
は
極

め
て
稀
で
、
一
か
ら
百
ま
で
の
数
に
於
て
も
四
十
一
の
数
は
、
玄
極
と
し
て
数
え
な
い

場
合
が
あ
る
。
だ
か
ら
三
六
九
の
活
用
の
場
合
に
は
、三
百
中
に
於
て
、
四
十
一
、
一
四

一
、
二
四
一
の
三
数
が
引
か
れ
、
そ
の
比
例
で
後
の
六
十
九
に
対
し
て
は
一
数
の
約
四

分
の
三
が
引
か
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
年
の
三
六
五
日
五
時
四
十
一
分
四
十

六
秒
で
あ
る
。
（
友
清
大
人
説
） 

 
   

こ
の
八
十
一
数
の
九
疇
九
疇
界
に
い
ろ
い
ろ
の
神
霊
界
の
実
相
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
法
則
神
理
は
、
こ
の
九
疇
界
を
一
疇
界
と
し
た
九
疇
界
（
七
三
九
霊
数
）
ま
た
、
そ
の

九
疇
界
を
一
疇
界
と
し
た
九
疇
界
（
私
は
今
六
五
六
一
数
ま
で
観
て
い
る
。
）
と
、
無
限
に

拡
大
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
神
理
は
極
微
の
世
界
に
向
っ
て
無
限
に
奥
深
く

厳
と
し
て
存
し
、
そ
の
法
則
に
よ
っ
て
天
地
は
位
し
万
物
は
創
造
さ
れ
生
成
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。 

            

360 405 342 

351 369 387 

396 337 378 

40 45 38 

39 41 43 

44 37 42 

㈠図 

㈡図 
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第
二
章 

農
の
史
学
的
考
察 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

菅
原 

兵
治 

～
第
二
節 

本
邦
史
的
変
遷
概
観
～ 

然
ら
ば
此
の
史
的
法
則―

―

文
質
史
観
に
従
っ
て
、
本
邦
三
千
年
の
歴
史
を
見
れ
ば
如
何

に
な
る
か
。左
に
其
の
梗
概
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

建
国 

何
れ
の
国
家
も
、
其
の
建
国
の
当
初
に
於
て
は
「
質
」
の
力
が
大
な
る
べ
き
で
あ
る
は
勿
論
で

あ
る
が
、
我
が
日
本
国
は
「
神
な
が
ら
こ
と
あ
げ
せ
ぬ
国
」
と
い
い
来
り
し
ほ
ど
に
、
特
に
「
質
」

の
力
の
強
い
も
の
が
あ
る
。
其
の
「
葦あ

し

牙か
び

」
の
如
き
「
質
」
の
社
会
が
次
第
に
分
化
発
現
し
て
来

て
、
遂
に
浮
文
の
燗
熟
期
に
達
し
た
の
が
、
人
皇
以
後
に
於
て
は
先
ず
蘇
我
氏
専
横
時
代
で
あ

ろ
う
。 

 

蘇
我
時
代 

我
が
国
古
代
制
度
た
る
氏
族
制
度
は
此
処
に
至
っ
て
正
し
く
浮
文
の
状
態
に
堕
し
て
い
る
。

彼
は
其
の
有
せ
る
富
と
政
治
的
社
会
的
勢
力
と
を
濫
用
し
て
、
其
の
一
族
の
富
華
豪
奢
の
為

に
は
、
国
家
の
本
質
も
敢
え
て
顧
る
処
は
無
か
っ
た
。
彼
等
が
如
何
な
る
生
活
を
な
し
た
か
は

詳
述
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
今
其
の
二
、
三
の
事
実
を
列
挙
す
る
も
、
蝦
夷
は
其
の
墓
地
を

「
陵
」
と
僣
称
し
、
其
の
子
入
鹿
は
其
の
家
を
「
宮
門
」
、
其
の
男
女
を
「
王
子
」
と
称
し
、
更
に

自
ら
の
放
縦
な
る
生
活
を
検
束
せ
ら
る
る
の
恐
れ
あ
る
處
か
ら
、
遂
に
聖
徳
太
子
の
王
子
山

背
大
兄
王
子
に
不
敬
の
大
罪
を
犯
し
奉
る
さ
え
な
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
正
し
く
浮
文
的
外

道
で
は
な
い
か
。 

 

大
化
改
新 

然
か
も
、
こ
の
浮
文
外
道
も
、
そ
が
已
に
造
化
の
本
質
よ
り
遊
離
せ
し
も
の
た
る
限
り
、
決

し
て
永
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
や
が
て
新
し
き
「
質
」
の
所
有
者
た
る
中
大
兄
皇
子
、
藤
原
鎌
足

を
盟
主
と
せ
る
新
興
革
新
勢
力
に
よ
っ
て
、
大
胆
に
も
至
尊
の
御
前
に
於
て
天
誅
を
加
え
ら
れ
、

世
は
忽
ち
に
し
て
大
化
改
新
と
な
り
、
都
を
大
和
よ
り
近
江
に
移
し
て
、
世
に
所
謂
近
江
時
代

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

奈
良
時
代 

然
し
当
時
奈
良
を
中
心
と
せ
る
大
和
一
帯
の
仏
教
文
化
に
陶
醉
せ
る
大
宮
人
の
生
活
は
、

此
の
素
朴
な
近
江
朝
の
新
政
に
満
足
す
べ
く
も
な
か
っ
た
。
天
智
天
皇
の
崩
御
と
共
に
都
は
再

び
大
和
に
遷
さ
れ
た
が
、
奈
良
朝
七
代
は
後
人
を
し
て
「
奈
良
七
飯
七
堂
伽
藍
八
重
桜
」
と
歌

わ
せ
し
が
如
く
、
実
に
仏
教
文
化
を
中
心
と
せ
る
大
宮
人
の
浮
文
的
生
活
へ
の
爛
熟
期
で
あ
っ

た
。
吾
々
は
其
の
一
つ
の
著
し
い
事
実
と
し
て
、
殿
堂
の
建
設
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
国
の

政
治
が
浮
文
的
状
態
に
陥
る
と
、殿
堂
建
設
が
盛
に
行
わ
る
る
に
到
る
こ
と
は
序
説
に
於
て
既

に
述
べ
た
処
で
あ
る
が
、
此
の
時
代
に
於
て
そ
れ
が
遺
憾
無
く
現
れ
て
い
る
。
や
が
て
東
大
寺
に

盧
舎
那
仏
（
奈
良
の
大
仏
）
が
建
造
せ
ら
る
る
や
、
聖
武
天
皇
は
群
臣
百
僚
を
率
い
、
北
面
し

て
之
を
礼
し
給
う
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
か
く
の
如
き
こ
と
は
仏
教
文
化
の
顕
揚
に
過
ぎ
て

何
時
か
我
が
国
本
来
の
国
体―

日
本
国
家
と
し
て
の
造
化―

か
ら
逸
脱
を
来
し
易
い
。か
く
て

世
は
仏
教
文
化
の
中
毒
か
ら
来
れ
る
浮
文
的
状
態
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
状
態
に
付
け

込
ん
で
宗
教
的
権
威
に
よ
っ
て
国
家
的
権
威
に
代
ら
ん
と
し
た
迷
妄
非
道
を
敢
え
て
な
す
に

到
っ
た
の
が
妖
僧
道
鏡
一
派
で
あ
る
。
此
処
に
至
っ
て
仏
教
的
浮
文
の
状
態
は
正
し
く
其
の
極

に
達
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
や
が
て
仏
教
専
横
の
行
詰
り
な
の
で
あ

る
。 

 

中
央
は
既
に
此
の
如
き
状
態
に
陥
っ
て
も
、
地
方
に
は
未
だ
素
朴
な
質
の
生
活
が
失
わ
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
次
の
太
宰
少
弐
小
野
朝
臣
の
歌
に
よ
っ
て
も
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
。 

先
ず
都
の
華
や
か
さ
を
歌
っ
て
曰
く 

 
   

青
丹
よ
し
奈
良
の
都
は
咲
く
花
の
匂
う
が
如
く
今
盛
り
な
り 

次
に
地
方
農
村
の
素
朴
を
歌
っ
て
曰
く
、 

 
   

家
に
あ
れ
ば
笥け

に
盛
る
飯い

い

を
草
枕
旅
に
し
あ
れ
ば
椎
の
葉
に
盛
る 

 
当
時
の
人
々
は
匂
う
が
如
き
花
の
都
を
永
久
に
存
続
す
る
最
善
最
美
の
処
と
夢
見
て
い
る
時
、

何
ぞ
知
ら
ん
、
救
国
の
原
動
力
は
、
飯
を
椎
の
葉
に
盛
る
山
澤
に
深
く
準
備
せ
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
桓
武
天
皇
の
平
安
遷
都
は
実
に
此
の
心
理
の
上
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気

付
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。 
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近
代
社
会
と
子
育
て                    

三
浦 

夏
南 

  

女
性
は
子
育
て
を
通
し
て
人
間
的
に
錬
磨
さ
れ
母
親
と
な
る
と
言
わ
れ
る
が
、
子
育
て
は
世

間
に
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上
に
大
変
な
も
の
で
あ
る
。
近
代
社
会
に
都
合
の
良
い
、
中
身
が
な

く
、
均
質
的
で
、
自
立
心
の
な
い
社
会
の
歯
車
と
し
て
の
個
人
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
行
き
詰
る

我
が
国
を
根
底
か
ら
変
革
す
る
可
能
性
を
持
っ
た
神
州
男
児
、
大
和
撫
子
を
生
み
育
て
ん
と

志
す
な
ら
ば
尚
更
で
あ
る
。 

 

妻
や
弟
の
嫁
を
見
て
い
て
痛
切
に
感
ず
る
こ
と
は
、
子
育
て
は
決
し
て
母
親
一
人
で
は
適
切

に
行
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
家
族
の
家
事
を
全
う
す
る
だ
け
で
も
、
掃
除
に
三
食
の

準
備
と
動
き
回
れ
ば
、
一
日
が
暮
れ
て
し
ま
う
。
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
こ
と
は
出
来
て
も
、子

ど
も
を
教
育
す
る
余
裕
を
持
つ
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
あ
る
。
素
読
を
さ
せ
る
に
も

一
人
は
必
ず
つ
き
き
り
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
農
業
を
手
伝
わ
せ
る
の
も
、
畑
で
の
危
険

を
考
慮
す
れ
ば
、
一
人
は
大
人
が
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
の
教
育
を
丁
寧
に
行

う
な
ら
ば
、
必
ず
大
家
族
を
前
提
と
し
、
一
家
の
余
裕
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
三
世
帯
で

住
ん
で
い
た
時
代
が
懐
か
し
く
、
理
想
的
な
形
態
と
し
て
回
想
さ
れ
る
が
、
祖
父
母
、
両
親
、
子

ど
も
の
三
世
帯
で
は
、到
底
間
に
合
う
も
の
で
は
な
い
、
戦
国
時
代
以
前
の
一
族
の
如
き
、
親
族

一
同
を
以
て
一
家
と
す
る
勢
い
で
な
け
れ
ば
、真
の
家
庭
教
育
は
成
立
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

現
状
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
核
家
族
化
が
進
む
こ
と
を
憂
慮
し
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は

核
家
族
で
す
ら
危
う
い
状
態
は
あ
る
。
夫
婦
共
働
き
は
当
た
り
前
、
子
ど
も
は
一
歳
を
待
た
ず

し
て
保
育
園
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
で
も
円
満
な
夫
婦
で
あ
る
。
子
が

生
ま
れ
て
す
ぐ
に
離
婚
し
、
片
親
、
或
は
親
な
く
し
て
生
き
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
宿
命
を
背
負

っ
た
子
供
も
少
な
く
な
い
の
が
現
実
で
は
な
い
か
。
男
女
共
同
参
画
、
女
性
の
社
会
進
出
の
美

名
の
も
と
に
、
戦
前
の
三
世
帯
家
族
か
ら
核
家
族
、核
家
族
か
ら
個
人
へ
と
解
体
さ
れ
て
い
る
。

個
人
主
義
と
は
思
想
の
名
で
あ
る
が
、
今
の
日
本
は
主
義
で
は
な
く
、
現
実
に
人
間
が
個
人
と

し
て
生
ま
れ
、
個
人
と
し
て
育
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
家
族
の
情
愛
の
中
で
自
然
に
育
ま
れ
る
情

操
は
な
く
、倫
理
は
な
く
、
誇
り
は
な
い
。
そ
の
基
礎
の
上
に
積
み
上
げ
ら
れ
る
教
育
、
素
養
、嗜

み
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
分
裂
と
解
体
が
明
治
以
後
日
本
が
走
り
続
け
て

来
た
近
代
化
の
必
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
も
の
は
少
な
い
。
今
の
社
会
構
造
で
は
、こ

う
な
る
よ
り
仕
方
が
な
い
、
と
い
う
よ
り
は
こ
う
な
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
り
、
な
る
べ
く
し
て
な
っ

た
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

 

保
育
園
で
の
育
児
を
ど
う
す
る
か
、
小
学
校
で
の
教
育
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
近
代
を
前

提
と
し
た
議
論
は
意
味
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
そ
も
そ
も
家
族
が
そ
の
基
盤
を
失
い
、
子
ど
も
を

育
て
る
時
間
と
人
手
を
持
た
な
い
か
ら
、
子
ど
も
を
保
育
園
、
小
学
校
へ
と
委
任
す
る
の
で
あ

る
。
本
来
は
家
族
で
の
教
育
が
あ
り
、
次
に
自
治
共
同
体
で
の
教
育
が
あ
り
、
最
後
に
公
共
の

教
育
が
あ
る
こ
と
が
本
末
の
あ
る
正
し
い
教
育
で
あ
る
。私
は
高
校
時
代
、イ
タ
リ
ア
に
住
ん
で

い
た
経
験
が
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
で
す
ら
学
校
で
の
教
育
は
午
前
中
の
三
、
四
時
間
で
あ
り
、
家

庭
教
育
と
教
会
を
中
心
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
教
育
を
主
軸
と
考
え
て
い
る
。
彼
等

の
家
族
愛
の
深
さ
と
民
族
的
矜
持
の
強
さ
に
は
逆
に
古
き
良
き
日
本
人
を
見
せ
ら
れ
た
よ
う

な
気
が
し
た
。
経
済
的
に
は
Ｅ
Ｕ
の
お
荷
物
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
等
に
は
人
と
し
て
大
切
な
も

の
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
近
代
化
の
波
が
如
何
に
激
し
か
ろ
う
と
揺
る
が
さ
な
い
と
い
う
気
迫
が

あ
る
。
本
末
を
正
す
こ
と
な
く
し
て
、
教
育
の
方
法
を
如
何
に
検
討
し
よ
う
と
も
無
意
味
で
あ

る
。
本
末
が
正
さ
れ
れ
ば
、
人
間
は
自
然
に
育
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
家
族
を
結

合
し
て
一
族
と
し
、
一
族
が
自
然
と
結
合
し
て
農
本
自
治
体
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

血
縁
集
団
を
単
位
と
し
た
自
然
共
同
体
こ
そ
、人
を
育
て
得
る
最
小
単
位
で
あ
り
、
こ
の
人
間

育
成
の
最
小
単
位
ま
で
復
元
さ
れ
な
け
れ
ば
、
時
間
的
に
も
、
人
手
的
に
も
、
環
境
的
に
も
不

十
分
の
も
の
と
な
る
。
最
小
単
位
と
い
う
事
が
重
要
で
あ
る
。
人
体
で
考
え
て
も
、
手
足
、
内
臓

等
は
人
体
の
機
関
と
し
て
一
つ
の
ま
と
ま
り
で
は
あ
る
が
、
人
体
全
体
を
離
れ
て
は
機
能
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
手
足
を
切
り
離
せ
ば
、
手
足
は
腐
る
よ
り
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
最
小

の
ラ
イ
ン
を
超
え
て
分
割
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
そ
れ
を
行
う
と
最
初
は
名
残
で
機
能
し
て
も

必
ず
腐
敗
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
古
事
記
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
山
川
草
木
、
大
自

然
が
生
ま
れ
て
後
に
人
は
生
ま
れ
た
と
い
う
。
自
然
は
親
で
あ
り
、
人
は
子
で
あ
る
。
自
然
に
奉

仕
し
て
初
め
て
人
は
恩
恵
を
頂
き
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
男
女
が
結
ば
れ
新
た
な

命
が
生
ま
れ
家
族
と
な
る
。
飲
食
男
女
は
人
間
生
活
の
基
本
で
あ
り
、
動
か
す
こ
と
の
出
来
ぬ

定
則
で
あ
る
。
自
然
と
家
族
の
結
合
し
た
農
本
自
治
体
こ
そ
人
間
の
最
小
単
位
で
あ
り
、
こ
れ

を
一
度
分
割
す
れ
ば
、
自
治
体
か
ら
一
族
、
一
族
か
ら
家
族
、家
族
か
ら
核
家
族
、核
家
族
か
ら

個
人
へ
と
分
裂
と
解
体
は
個
人
の
消
滅
ま
で
継
続
す
る
こ
と
と
な
る
。江
戸
時
代
ま
で
の
日
本

は
こ
の
最
小
単
位
に
は
決
し
て
分
割
の
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
が
人
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間
生
活
の
最
小
ラ
イ
ン
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
分
割
の
メ
ス
を
入
れ
た
明
治
以
後
の
近
代
化

は
人
体
で
言
え
ば
、
手
足
と
胴
体
を
判
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
苦
し
み
悶
え
つ
つ
死
に
到
る
外
な

い
。
生
命
を
分
解
し
、
そ
こ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
明
治
以
後
の

日
本
、
と
り
わ
け
戦
後
経
済
成
長
に
邁
進
し
た
日
本
は
こ
の
分
裂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
、

進
展
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、石
油
や
石
炭
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
地
球
が
生
み
出
す
に
は
長

い
年
月
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
、
我
が
国
の
力
の
源
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
農
本
自
治
体
の
再
生

に
は
長
い
時
間
が
か
か
る
。
さ
ら
に
分
解
は
科
学
の
人
智
で
も
っ
て
行
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
結

合
と
再
生
は
生
命
の
む
す
び
を
以
て
し
か
行
い
得
な
い
。
近
代
社
会
は
そ
の
破
滅
の
時
ま
で
常

識
と
惰
性
で
以
て
進
み
続
け
る
が
、
新
た
な
社
会
の
創
造
は
独
創
と
自
主
に
よ
っ
て
命
が
け
で

し
か
進
み
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
道
こ
そ
竹
葉
先
生
、
安
岡
先
生
を
は
じ
め
と
し
た

昭
和
維
新
志
士
の
残
さ
れ
た
道
統
で
あ
り
、
我
々
令
和
の
皇
民
の
進
む
べ
き
道
で
あ
る
と
確
信

す
る
。 

                

と
よ
く
も
農
園
だ
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦 

美
恵 

 

 
 
 

 

今
月
は
、
里
芋
の
収
穫
・
出
荷
、
ネ
ギ
の
収
穫
・
出
荷
、
秋
野
菜
の
定
植
、
ハ
ウ
ス
の
準
備
、
秋

野
菜
の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
ず
里
芋
に
つ
い
て
で
す
。
三
月
に
定
植
し
、
長
い
期
間
お
世
話
を
し
て
き
た
里
芋
の
収
穫
が

今
月
か
ら
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。
周
り
の
ベ
テ
ラ
ン
農
家
さ
ん
達
は
皆
、
芋
を
掘
る
機
械
を

持
っ
て
お
り
、
そ
れ
で
掘
り
起
こ
し
ま
す
が
、私
た
ち
は
持
っ
て
い
な
い
た
め
、約
二
千
五
百
株
の

里
芋
を
一
つ
一
つ
鍬
で
掘
っ
て
い
き
ま
す
。
ひ
の
心
を
継
ぐ
会
新
会
員
の
藤
本
さ
ん
が
一
緒
に

芋
掘
り
を
し
て
下
さ
る
の
で
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
鍬
で
掘
る
の
は
体
力
だ
け

で
な
く
根
気
の
要
る
作
業
で
す
。
よ
う
や
く
コ
ン
テ
ナ
一
杯
に
詰
め
た
里
芋
を
自
宅
に
持
ち
帰

る
と
、
今
度
は
里
芋
に
つ
い
た
根
を
一
つ
一
つ
ち
ぎ
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
作
業
も
根
切
り
機
と
い
う
機
械
が
あ
る
の
で
す

が
、
私
達
は
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
倉
庫
に
テ
ー
ブ
ル
台
を
つ

く
っ
て
、
家
族
で
そ
れ
を
囲
み
な
が
ら
手
で
根
を
ち
ぎ
っ
て
い

き
ま
す
。
一
日
に
平
均
二
、
三
時
間
ず
つ
の
地
道
な
作
業
で

す
が
、
他
愛
も
な
い
会
話
を
し
た
り
、
子
供
を
近
く
で
遊
ば

せ
た
り
し
な
が
ら
で
き
る
、
家
族
団
ら
ん
の
時
間
で
も
あ
り

ま
す
。
機
械
が
あ
れ
ば
速
く
で
き
ま
す
が
、
そ
の
分
家
族
で

協
力
す
る
時
間
や
野
菜
へ
の
親
し
み
は
減
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
例
え
理
想
的
な
農
業
形
態
で
で
き
な
く
と
も
、
女
、
子

供
も
一
緒
に
で
き
る
農
業
は
、数
少
な
い
仕
事

と
言
え
ま
す
。
私
達
も
自
給
自
足
が
で
き
る

よ
う
、
機
械
化
を
進
め
、
土
地
を
増
や
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
急
ぐ
あ

ま
り
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
慎

重
に
選
択
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

続
い
て
ネ
ギ
の
収
穫
・
出
荷
に
つ
い
て
で
す
。
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今
回
の
台
風
十
七
号
は
私
達
の
ネ
ギ
の
畑
も
大
き
く
荒
ら
し
、
残
念
な
が
ら
収
穫
間
近
の
も

の
は
ほ
ぼ
全
て
な
ぎ
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
倒
れ
た
ネ
ギ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
曲

が
っ
た
跡
が
つ
き
、
商
品
と
し
て
出
荷
で
き
な
く
な
る
た
め
、
台
風
翌
日
の
朝
大
急
ぎ
で
収
穫

し
、
二
日
間
夫
婦
共
に
ほ
ぼ
徹
夜
で
ネ
ギ
の
皮
を
む
き
、
出
荷
し
ま
し
た
。
初
夏
に
は
一
箱
一

二
〇
〇
円
だ
っ
た
ネ
ギ
は
、
現
在
五
〇
〇
〇
円
に
ま
で
高
騰
し
て
お
り
、
何
と
か
し
て
出
荷
し
た

い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
値
段
の
変
動
が
激
し
く
、ま
た
台
風
に
も
弱
い
ネ
ギ
は
、今
後
も
続

け
て
行
く
か
検
討
中
で
す
。 

 

続
い
て
ハ
ウ
ス
の
準
備
で
す
。
十
月
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
苗
を

定
植
す
る
予
定
で
、
そ
れ
に
む
け
て
ポ
ン
プ
の
設
置
や
草
管
理

な
ど
、
経
験
者
の
杏
奈
さ
ん
の
お
父
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
土
地
購
入
後
少
し
ず
つ
準
備
を

進
め
て
い
た
畑
は
、
お
休
み
の
日
毎
に
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
お

義
父
さ
ん
の
お
蔭
で
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
収
穫
で
き
る
よ

う
に
な
る
来
年
か
ら
は
、
毎
日
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
収
穫
が
三
浦

家
の
日
課
に
な
り
そ
う
で
す
。 

 

最
後
は
秋
野
菜
の
定
植
で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
白
菜
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
ブ
、
大
根
、
小
松
菜
を
少
し
ず
つ
植
え
て

行
き
ま
す
。
今
ま
で
、
た
く
さ
ん
育
て
過
ぎ
て
管
理
し
き
れ
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
今
回
は
面
積
を
小
さ
く
し
、
そ
の
分
一

つ
一
つ
丁
寧
に
育
て
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
月
も
せ
わ
し
く
過
ぎ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
気
が
付

け
ば
猛
暑
は
去
り
、
随
分
と
過
ご
し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
畑
の
草
も
夏
草
か
ら
秋
草
へ
と
入
れ
替
わ
り
つ
つ
あ
り
、
あ

ち
こ
ち
で
咲
く
真
っ
赤
な
彼
岸
花
が
季
節
の
変
わ
り
目
を
教

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
来
月
も
里
芋
堀
り
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

定
植
、
地
域
の
秋
祭
り
に
と
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
自
然

か
ら
の
恵
み
に
感
謝
し
つ
つ
、
農
作
業
に
従
事
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。 

 

★
活
動
報
告 

 

・
九
月
四
日
（
水
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

相
談
会
「
三
間
村
塾
再
建
に
向
け
て
」 

 
 
 

寺
川
正
一
さ
ん
旧
宅
（
愛
媛
県
松
山
市
高
井
町
六-

三
一
） 

  

・
九
月
十
八
日
（
水
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

勉
強
会
『
古
事
記
』 

 
 
 

寺
川
正
一
さ
ん
旧
宅
（
愛
媛
県
松
山
市
高
井
町
六-

三
一
） 

 

★
今
後
の
予
定 

 

・
十
月
二
十
三
日
（
水
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

相
談
会
「
三
間
村
塾
再
建
に
向
け
て
」 

 
 
 

寺
川
正
一
さ
ん
旧
宅
（
愛
媛
県
松
山
市
高
井
町
六-

三
一
） 

 
 

 

・
十
月
三
十
日
（
水
）
十
九
時
～
二
十
一
時
勉
強
会
『
古
事
記
』 

 
 
 

寺
川
正
一
さ
ん
旧
宅
（
愛
媛
県
松
山
市
高
井
町
六-

三
一
） 

 

★
一
燈
照
偶 

万
燈
照
国 

 
 

ひ
の
心
を
継
ぐ
会
は
竹
葉
秀
雄
・
近
藤
美
佐
子
両
先
生
の
精
神
を
継
承
し
、
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
生
ま
れ
た
会
で
す
。
一
人
の
「
ひ
」
の
精
神
が
周

囲
の
人
々
の
心
に
「
ひ
」
を
燈
し
、
や
が
て
そ
れ
が
国
を
照
ら
す
「
ひ
」
に
な
る
こ

と
を
願
い
、
活
動
を
行
つ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
何
卒
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

年
会
費 

・
一
般
会
員 

 
 
 
 
 

三
千
円 

・
賛
助
会
員 

 
 

 
 
 

一
万
円 

・
特
別
賛
助
会
員 

 
 

 

三
万
円 

・
支
援
会
員 

 
 
 
 
 

一
万
円 


